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(
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(
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入

江

寿

紀

日四

市
況
の
起
伏
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
勢
力
拡
大

明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五

)
に
高
騰
し
た
石
油
価
格

(
参
照
前
項

)
は
、
二

十
九
年
に
は
不
振
に
喘
ぐ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
原
因
は
、
内
外
石
油
供
給
量
の
増

加
に
も
あ
る
と
思
う
が
、
ほ
ぼ
経
済
界
の
景
気
の
起
伏
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。

事
実
そ
の
後
石
油
業
界
は
、
同
年
十
二
月
末
か
ら
急
激
に
価
格
を
回
復
す
る
が
、

そ
の
波
は
完
全
に
景
気
の
波
に

一
致
す
る
。
そ
の
時
の
石
油
価
格
上
昇
の
状
況
は
、

明
治
三
十
年

(
一
八
九
七

)
一
月
七
日
の

〔
福
岡
日
日
〕
の
記
事
を
挙
げ
て
説
明

に
代
え
よ
う
。
な
お
同
文
は
、
カ
タ
仮
名

の
読
み
仮
名
以
外
は
す
べ
て
原
文
の
ま

ま
と
し
た
。

◎
石
油
初
荷

の
盛
況
、
強
弱
の
見
込
石
油

は
舊
　
中
甚

だ
不
振

の
成
行
な

り
し
も
年
末

に
押
詰
り
て
よ
り
大
に
好
況
を
呈
し
其
相
場
は
タ
ン
ク
、
米
油
と

も
二
三
銭
方
を
引
締
め
目
下
横
濱
市
中
の
取
引
相
場
は
チ
ヤ
ス
タ
二
圓
十
八
銭

よ
り
十
九
銭
、
ホ
ー
キ
ニ
圓
十
四
銭
よ
り
十
五
銭
、
タ
ン
ク
ニ
圓
二
十
三
銭
よ

ガ
く
～

ほ
う

ス
邸

が
か

ひ
が

に
凶

り

二

十

四

銭

、

イ

カ

リ

ニ

圓

四

十

銭
等

に
し

て
各

地

方

と

も

都

て
買

控

へ

の
人

へ・

」R
カ

ひ
・せ
・7

ザ
か
マ
,

痔
ワ
降

、づ
}

せ
含甲
ゆ
止甲
斥
小
ゾ
・㌧
い

気

な

り

し

も

俄

に
非

常

に
買

進

み
去

る

四

日

の
初

荷

の
如

き

は

石
油

輸

入

以
來

未

曽

有

の

大

多

数

を

出

荷

し

其

額

は

チ

ヤ

ス

タ

一
萬

九

千

三

百

四

十

八

函

、

ホ

ー

キ

四

千

七

百

三
十

三
函

、

イ

カ

リ

千

三

十

函

、

タ

ン
ク

二
千

七

百

三

十

二

函

合

計
二
萬

七

千

八

百

四
十

九

函

な
・9

し

と

云

ふ

こ

の
時

の

好

況
も

長

く

は

続

か

ず

、

春

に

は

ふ

た

た

び

不

振

と

な

り

、

同

年

十

二

月

に

は

、

東

京

株

式

市

場

の
恐

慌

に
即

応

す

る

よ

う

に
、

石

油

価

格

も

暴
落

し

た
。

そ

の
状

況

を

、

十

二
月

二
十

一
日

の

〔
福

陵

新

報

〕

は

次

の
よ

う

に

伝

え

て
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る
。

こ

の

時
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落

は
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次
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記

事

か
ら

も
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よ

う

に
、

ス

マ
ト

ラ
油

の

横

濱

入
荷
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引

き
金

と

は

な

っ
て

い
る

が

、

真

犯

人

は

不

況

に
よ

る

需

要

激

減

に

あ

っ
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も

の
と
思

う
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な

お

次
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文

も

、
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ま

ま
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た

。



ウ

ぼ
う
ら
く

◎

タ
ン
ク
油
の
暴
落

ス
マ
タ
ラ
油

は
タ
ン
ク
油

の
一
大
敵
品
な
る
が
ス
マ

タ
ラ
油
が
襲
に
横
濱
に
入
港
せ
し
當
時

は
タ
ン
ク
油
の
方

一
箱
に
付
十
二
三
銭

も

高
か
り
し
が
ス
マ
タ
ラ
油
の
頁
行

宜
し
き
塵
よ
り
サ
ミ
ユ
ル
サ
ミ
ユ
ル
商
会

は
大

に
警
戒
を
與
べ
居
り
た
る
に
第
二
回
と
し
て
不
日
ス
マ
タ
ラ
油
は
相
場
大

い
に
引
落
し

一
圓
九
十

一
銭
と
な
し
た
る
も

ス
マ
タ
ラ
油
は
依
然

一
圓
九
十
五

銭
に
て
待
合
居
れ
り
と
い
ふ

以
後
中
央
で
の
石
油
市
況
は
、
景
気
の
変
動
に
従

っ
て
価
格
の
上
下
を
繰
り
返

え
し
、
九
州
で
は
、
都
市
か
ら
の
遠
近
に
応
じ
た
時
差
を
も

っ
て
こ
の
変
動
を
受

け
と
め
る
訳
だ
が
、
そ
の
時
差
は

一
、
　

「
石
炭
油
か
ら
石
油

へ
」

の
項
で
述
べ

た
流
行
の
時
差
が
、
あ
る
程
度
推
定
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
二
十
九
年

(
一
八
九
六

)
こ
ろ
か
ら
、
新

い
外
油
も
目
立

つ
よ
う
に
な
る
。

二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
の

〔
福
岡
日
日
〕
に
は
、
神
戸
市
兵
庫
宮
内
町

・
米
穀

問
屋
兼
仲
買
業

・
曽
根
忠
兵
衛
商
店
が
、

ラ
ン
カ

ッ
ト
・
ロ
ー
ヤ
ル
ダ

ッ
チ
オ
イ

ル
商
会
か
ら
新
規
に
石
油
を
輸
入
、

「
王
冠
印
石
油
」
と
し
て
発
売
し
た
旨
広
告

を
出
し
て
い
る
し
、

「
ス
マ
ト
ラ
油
」
の
記
事
が
初
め
て
新
聞
紙
上
に
現
れ
る
の

も
前
述
の
三
十
年
十
二
月
か
ら
だ
。

会
社
組
織
の
石
油
販
売
会
社
が
福
岡
地
方
に
登
場
す
る
の
も
、
二
十
九
年
五
月

が
最
初
の
よ
う
だ
。
そ
の
会
社
内
容
は
、
同
月
二
十
七
日
久
留
米
区
裁
判
所

へ
の

登
記
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

△
社
名
、
久
留
米
石
油
合
資
会
社
△
営
業
所
、
久
留
米
市
通
町

一
二
二
ノ
ニ
ム

目
的
、
石
油
販
売
ノ
営
業
△
資
本
、

一
二
、
○
○
○
円
△
設
立
、
五
月
二
十
五

日
△
業
務
担
当
社
員
、
野
田
儀
市

(
久
留
米
市
通
町

一
三
〇
。
四
千
円
出
資
。

有
限
責
任

)
△
社
員
、
(
外

に
)
、
国
武
喜
次
郎

(
同
町

一
六
九
。
四
千
円
出

資
。
有
限
責
任

)
、
松
山
松
次
郎

(
同
市
米
屋
町
二
二
。
四
千
円
出
資
。
同
上
V

右
の
中
業
務
担
当
社
員
野
田
儀
甫
は
、
前
項
で
述
べ
た
大
阪
露
油
筑
後
特
約
販
売

所

・
野
田
儀
八
と
住
所
が
同
じ
上
に
名
前

の
内

一
字
が
同
じ
な
の
で
、
親
子
か
兄

弟
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
社
員
中

の
国
武
喜
次
郎
も
、
二
十
八
年
五
月
家

業
の
糸
店
の
外
に
石
油
卸
し
を
兼
営

(
参
照
前
項

)
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く

両
石
油
卸
商
が
合
併
し
て
規
模
を
広
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
但
し
、
取
扱

い
石
油
が
ど
の
会
社
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
三
十
三
年
二
月
に
は
、
日
米
礦

油
合
資
会
社
若
松
出
張
所
が
設
立

〔
明

治
大
正
小
倉
経
済
年
表
〕
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
中
で
三
十

一
年

(
一
八
九
七

)
に
米
国

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
、
そ
の

資
力
に
物
を
言
わ
せ
て
露
油
に
販
売
合
戦
を
挑
ん
で
い
る
こ
と
が
目
を
引
く
。

こ

の
販
売
合
戦
の
結
果
、
露
油
は
日
本
で
の
勢
力
を
失

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
次
に
挙

げ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
報
道
し
た
同
年
二
月
二
十
日
の

〔
福
岡
日
日
〕
の
記
事

で
あ
る
。

◎
米
露
油

の
競
争
と
大
暴
落

目
下
横
濱

に
於
る
各
油
は
五
十
万
箱
の
多
き

に
達
し
、
商
鰹
創
勲
酔
段
を
下
ぐ
る
事
と
な
り
し
が
、
サ
テ
期
く
下
落
の
勢
を

示
し
た
る
は
、
米
油
の
本
尊
な
る
八
番
舘
が
露
油
の
先
き
を
制
し
競
争
を
試
み

る
事
と
な
・9
、
突
然
チ
ャ
ス
タ
ー

一
円
九
拾
二
銭
に
、
ホ
ー
キ

一
円
九
拾
銭
に

下
落
せ
し
め
た
る
に
職
由

(
お
も
に
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と

)
す
る
も

の
な
り
。

然
る
に
、
予
て
米
油
を
凌
が
ん
と
す
る
露
油
錨
印
は
、
今
日
チ
ャ
ス
タ
ー
よ
・9

な

だ
那

い

ガ

"
え

も
尚
ほ
三
銭
高
に
て
如
何
に
も
落
附
き
模
様
な
り
と
錐
ど
も
、
現
に
ス
マ
タ
ラ

、え
陰ち

ね

油
は
一
円
八
拾
八
銭
に
て
頁
り
放
ち
つ
つ
あ
れ
ば
、
露
油
が
到
底
今
日
の
直
段

を
維
持
す
べ
か
ら
ざ
る
は
當
然
の
次
第
と
謂
ふ
べ
し
。
而
て
其
進
ん
で
暴
落
を

告
ぐ
る
期
も
近
日
の
中
な
る
を
以

っ
て
、
競
争
の
結
果
愈

々
各
油
と
も
大
暴
落

を
契
し
、
之
が
為
め
輸
入
商
舘

に
波
瀾
を
起
す
は
推
し

て
知
る
べ
し
。
左
れ
ば

商
舘
は
人
気
擁
掬
と
し
・
サ
ミ

ユ
ー
ル
商
会
の
嫉
き
も
費
抜
策
に
困
難
し
居
る

よ
し
。
併
し
内
商
は
引
受
く
る
荷
物
は
既
に
取
引
を
済
ま
し
た
れ
ば
、
格
別
の

影
響
な
し
と
な
り
。

露
油
と
の
販
売
合
戦
に
勝
利
を
収
め
た
米
国

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
、
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇

)
十

一
月
日
本
に
お
け
る
新
販
売
組
織
と
し
て
内
外
合
資
石
油
会
社

(
イ

ン
タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
㌔

オ
イ
ル
会
社

)
を
設
立
、
同
月
十
五
日
登
記
を
終

了
し
た
。
そ
の
資
本
金
は

一
千
万
円

(
一
株
百
円
、
十
万
株

)
で
、
株
主
お
よ
び

役
員
は

〔
東
洋
経
済
新
報
〕
三
十
三
年
十
二
月
五
日
号
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て



い

る
。

△
株

主
・
ジ

ェ
リ

ァ

ス
、

ウ
井

リ

ア

ム
、

コ
ブ

マ

ン

(
米

国

人

)
、

九

万

七

千

八

百

株

・

エ
ド

ウ
弁

ン
、

ダ

ン

(
米

国

人

)
、

五

十

株

・
ジ

ヨ
ン
、

ハ
ム

モ

ン

ト
、

フ

ァ
ー

テ
井

グ

(
米

国

人

)
、

五

十
株

・
隈

本

栄

一
郎

、

五
十

株

・
ジ

ョ

ン

フ

レ

テ

リ

ッ
ク
、

ラ

ウ

ダ

ー

(
米

国

人

)
、

五

十

株

・
大

谷

嘉

兵

衛

、

千

五

百
株

・

馬

越

恭

平

、

五

百
株

△

役

員
・
取

締

役

、

コ
ブ

マ

ン
、

ダ

ン
、

大

谷

嘉

兵

衛

・
監

査

役

、

馬
越

恭

平

な

お

、

当

時

ま

で
米

国

は
世

界

に

お

け

る

最

大

の
石

油

産

出

国

で

、

一
八

七

五

(
明

治

五

年

)
か

ら

一
九

〇

〇

(
明

治

三

十

三

年

)
に
至

る

灯

油

輸

出

額

は
次

の

よ

う

に

な

っ
て

い
た

。

〔
東

洋

経

済

新

報

、

明

治

三

四

、

七

、

五

号

に
よ

る

〕

年
一
八
七
五

一
八
七
六

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
七
九

一
八
八
〇

「
八
杢

一
八
八
二

一
八
八
三

一
八
八
四

一
八
八
五

}
八
八
六

一
八
八
七

総

価

格
千
ド
ル

二
九
、八
空

三

二
、七

一
=
二

六

一
、四

七

二

四
六
、二

五
九

四

〇
、〇
九

五

三

五
、九

四

二

四
Q
、;

こ

五

一
、三

三

三

四

四
、九

一
四

四

七
、一
C

三

五

〇
、二
五

八

五

〇
、二
〇

〇

四
六
、八

二
五

灯
油
百

ガ
ロ
ン

単
価

ド

ル

一
四

⊥

一
四

・
O

口
二

∴

一
四

・
四

一
〇

・
八

八

・
六

～
○

・
三

九

二

八

・
八

九

・
二

八

・
七

八

・
七

七

・
八

年
一
八
八
八

}
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
空

一
八
九
二

一
八
九

三

一
八
九

四

一
八
九

五

一
八
九
六

一
八
九
七

一
八
九
八

}
八
九
九

一
九

〇
〇

総

価

格千ド
ル

四
七
、〇
四
二

四
九
九

一
四

五

一
、四
〇

三

五

二
、〇

二
七

四
四
、八
〇
六

四
二
、
一
四
二

聖

、五
〇
〇

四
六
、六
六
〇

六

二
、三
八
三

六

二
、六

三
五

五
六
、
一
二
五

五
六
、二
七
三

七
五
、六

一
二

灯
油

百
ガ
ロ
ン

単
価
ド

ル

七

・
九

七

・
八

七

・
四

七

・
〇

五

・
九

四

・
九

四

・
二

四

・
九

六

・
八

六

・
三

五

・
七

五

・
六

七

・
八

国

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
九
州
市
場
独
占

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇

)
こ
ろ
ま
で
に
は
、
米

国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
日
本
に
お
け
る
外
油
の
主
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
が
、

一
方

そ
の
間
日
本
の
採
油
業
も
急
速
に
そ
の
産
額
を
増
加
、
そ
れ
に
伴
な
い
多
く
の
会

社
が
乱
立
し
て
、
既
に
明
治
二
十
五
年
に

一
一
四
に
達
し
て
い
る

〔
実
業
之
世
界

刊
、
明
治
大
正
史
経
済
篇
〕
。
し
か
し
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
イ
ル
会
社
設

立
を
境
と
し
て
、
石
油
事
業
も
整
理
時
代
に
入
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
三
十
四
年

(
一
九
〇

一
)
に
は
、
大
隈
伯
爵
の
奨
励
、
渋
沢
男
爵

・
浅
野

総

一
郎
等
の
勧
誘
に
よ

っ
て
、
宝
田
石
油
会
社

(
大
正
十

一
年
日
本
石
油
と
合
併
)

の
重
役
山
田
又
七

・
渡
辺
藤
吉

の
二
氏
が
主
唱
者
と
な
り
、
三
十
四
年
末
か
ら
群

小
採
油
会
社

・
組
合

・
個
人
経
営
礦

区
の
買
収
合
併
を
開
始
、
明
治
四
十
年
に
は

そ
の
数

一
二
七
を
数
え
た
。

一
方

日
本
石
油
も
ま
た
他
の
採
油
会
社
を
合
併
し
て

次
第
に
膨
脹
、
明
治
四
十
年
に
は
米
国
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
子
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
石
油
の
越
後
に
お
け
る
事
業

・
財
産

一
切
を
買
収
、
越
後
に
お
け
る
多
く

の
石
油
業
は
順
次
宝
田

・
日
本
の
二
会
社
に
合
併
さ
れ
、

一
応
採
油
業
者
の
大
合

同
は
終

っ
た
。

こ
の
間
三
十
七
年
、
宝
田

・
日
本
の
両
社
は
、
等
分
出
資
の
国
油
共
同
販
売
店

(
資
本
金
五
十
万
円

)
を
新
設
、
本
店
を
越
後
柏
崎
に
、
出
張
所
を
東
京

・
大
阪

・
下
関

・
敦
賀

・
新
潟
等
に
置
き
、
翌
三
十
八
年
に
は
株
式
会
社
と
し
た
が
、
後

日
本
石
油
は
同
社
か
ら
分
離
し
た
。

〔
工
業
之
大
日
本
、
明
治
四
四
、

一
、

一
号
〕

明
治
四
十
年
ま
で
の
全
国
業
界

の
概
況
は
以
上
の
通
・9
だ
が
、
次
に
こ
の
間
に

お
け
る
福
岡
市
を
中
心
と
し
た
石
油
業
界

の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
時
代
の
出
来
事
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
南
北
石
油
お
よ

び
東
西
石
油
へ
の
福
岡
地
方
か
ら
の
資
本
参
加
だ
ろ
う
。

南
北
石
油
株
式
会
社
は
、
創
立
委
員
を
渡
辺
藤
吉

・
浅
野
総

一
郎

・
大
倉
喜
八

郎

・
林
忠
正
ほ
か
と
し
、
三
十
九
年

(
一
九
〇
六

)
一
月
の
株
式
募
集
広
告
に
よ

れ
ば
、

「
当
会
社
は
、
既
に
収
得
あ
る
台
湾

・
青
森

・
北
海
道
に
お
け
る
鉱
区
三

十
有
余
を
合
併
し
、
其
事
業
を
拡
張
経
営
せ
ん
と
す
る
も
の
」
で
、
石
油

の
採
掘



を

主

と

し

精

製

売

買

運
搬

の
業

を

兼

ね

る

目
的

で
企

画

さ

れ

て

い
る

。

同

社

は

同

年

四

月

二
十

一
日
創

立

総

会

を

開

い
た

が
、

後

四

十

一
年
宝

田

石

油

に
合

併

さ

れ

た
。同

社

の
募

株

に
応

じ

た

福

岡

地

方

財

界

人

に

は

、

次

の
人

人

が

あ

っ
た

。

・
太

田

清

蔵

、

二

五
〇

株

・
渡

辺
与

八
郎

、

一
五

〇

株

・
園

田
小

七

、

一
五

〇
株

石

村

虎

吉

、

一
〇

〇
株

・
中

村

清

次

郎

、

一
〇

〇

株

・
豊

田

喜

三
、

一
〇

〇
株

・

太

田

大

次

郎

、

一
〇

〇
株

・
的

野
作

七

、

八

〇

株

・
渡

辺

渡

三
郎

、

五

〇
株

・
深

川

松

次

郎

、

五
〇

株

・
浜

崎

定

吉

、

五

〇

株

・
小

磯

進

、

五

〇

株

・
辻

音

吉

、

五

〇

株

・
山

田

収

、

五

〇
株

・
永

井

胤

、

二

五

株
。

ま

た

、

同

年

夏

創

立

が
決

定

し

た

東

西

石

油

に
は

太

田

清

蔵

が

発

起

人

と

し

て

参

加

し

、

博

多

に
分

工

場

を

建

設

す

る

計

画

さ

え

あ

っ
た

。

こ

の
分

工

場

は

結

局

実

現

せ

ず

、

ま

た

同

社

は

南

北

石

油

へ
合

併

さ

れ

、

同

年

十

二

月
十

日
合

併

登

記

が

行

な
わ

れ

て

い
る
。

同
社

の
設

立

計

画

に

つ

い

て
は

同

年

八

月

十

八

日

の

〔
福

岡

日

日

〕
が

概

要

を

報

道

し

て

い
る

の
で

、
参

考

の
た

め

そ

の
記

事

を

転

載

し

て

お

こ
う

。

東

京

の
浅

野

総

一
郎

・
大
倉

喜

八
郎

・
村

吉

吉

兵

衛

諸

氏

を

始

め
、

京

阪
其

他

各

地

に
拠

け

る
知

名

の
実

業

家

発

起

人

と

な

り

、

百

五

十

万

円

の
資

本

金

を

以

て

創

立

す

る

こ

と

に
定

ま
り

た

る

東

西

石

油

株

式

会

社

な

る

も

の

は
、

ス
タ

ン
ダ

ー

ド

石

油

会

社

・
サ
ミ

ユ
ル
商

会
等

の
向

ふ
を

張

り

、

米

国

に
於

け

る
某

石

油

王

が

、

原

油

の

ま

ま
油

槽

船

に

て
横

浜

に
持

来

り

た

る

物

を

、

横

浜

に

て

夕

、,

ク

も

よ

う

9

ン

ク

精
製
し
た
る
後
油
槽
汽
車
に
て
各
地
に
輸
送
し
、
各
主
要
駅
に
は
最
寄
に
油
槽

を
設
け
置
き
て
、
需
要
者
が
持
来
る
適
宜
の
容
器
に
分
売
す
る
の
仕
組
と
す
る

筈
に
て
、
斯
く
す
れ
ば
精
製
油

一
石
に
付
九
十
七
円
宛
の
輸
入
税
を
免
れ
、
更

に

一
箱
代
米
価
に
て
約
八

・
九
〇
仙
、

日
本
価

に
て

一
円
二
三
十
銭
の
失
費
を

省
く
の
み
か
、
東
洋
汽
船
会
社

の
特
約

に
よ
り
、
航
海
奨
励
法
に
よ
り
て
交
附

さ
る
る
保
護
金
を
其
船
舶
に
よ
り
て
輸

送
さ
る
る
石
油
に
も
賦
与
す
る
都
合
に

て
、
旁
旁

余
程
低
廉
な
る
石
油
を
内
地
に
供
給
し
得
る
設
計
に
し
て
、
当
市

の

太
田
清
蔵
氏
も
右
発
起
人
に
加
は
り
、
其
他
市
内
実
業
者
中
に
二
、三
千
株
を
引

受
く
る
こ
と
と
な
り
し
に
就
き
て
は
、
当
地
に
横
浜
製
油
場
の
分
工
場
を
設
置

し
・
関
西
地
方
褒

け
る
供
給
の
便
宜
を
図
る
響

て
・
垢

が
鵜
来
月
末
頃
に

は
同
会
社
技
師
当
地
に
出
張
す
る
都
合
な
り
と
。

次
に
販
売
界
の
こ
と
に
移
ろ
う
。

前
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

一
時
九
州
の
市
場
は
露
油
の
な
す
が
ま
ま
に
任
さ

れ
て
い
る
感
さ
へ
あ

っ
た
。
し
か
し
三
十

一
年
米
国

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
販
売
合

戦
に
敗
れ
、

一
時
九
州
市
場
は
ふ
た
た
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
手
に
帰
し
た
。
し
か

し
三
十
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
日
本
の
石
油
業
者
も
進
出

し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

明
治
三
十
五
年

(
]
九
〇
二
)
四
月
九
日
の

〔福
岡
日
日
〕
広
告
に
は
、
浅
野

北
越
石
油
部
門
司
出
張
所

(
同
社
は
三
十
七
年
宝
田
石
油
に
合
併

)
と
、
同
社
の

九
州
代
理
店
で
日
本
石
油
の
外
、
内
外
石
油
も
取
り
扱

っ
て
い
た
博
多
蔵
本
町
太

田
屋
本
店
の
店
が
見
え
る
。
太
田
屋
は
二
十
八
年
六
月
大
阪
露
油
の
特
約
販
売
所

と
な
っ
て
い
た
も

の
だ
が

(
参
照
三
、
　
末

)
、
露
油
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
販

売
合
戦
に
敗
れ
た
結
果
取
引
き
先
を
変
更
し
た
も
の
と
見
え
る
。
ま
た
、
三
十
九

年
九
月
初
め
に
は
、
日
本
石
油
卸
商

・
博
多
上
祇
園
町
四
番
地

・
　
本
末
商
会
が

開
店
、
錨
印
日
本
蝋
燭
、・
火
雌
颯
十
字
印
石
油
を
販
売
す
る
旨
の
広
告
を
出
し
て

い
る
。
四
十
年
十
月
三
十
日
の

〔
福
岡
日
日
〕
に
は
、
次
の
開
店
広
告
が
あ
る
。

開
店
。
専
売
特
許
岡
田
式
副
口
金
、
竹
火
屋
、
安
全
火
止
旗
印
全
勝
石
油
。
博

多
新
川
端
町
二
十
七
番
地
、
福
岡
市
特
約
販
売
所
、
村
松
商
店
。

全
勝
石
油
と
は
ど
の
メ
ー
カ
ー
な
の
か
知
ら
な
い
が
、
ど
う
も
外
油
で
は
な
さ
そ

う
だ
。
こ
の
よ
う
な
例
は
あ
る
が
、
そ
の
勢
力
は
ま
だ
問
題
と
す
る
に
は
足
・9
な
か

っ

た
。当
時
九
州
市
場
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
ほ
と
ん
ど
独
占

(
前
述

)
し
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
販
売
系
統
に
つ
い
て
は
、
三
十
六
年
九
月
二
十
七
日
の

〔
福
岡
日
日
〕

に
次
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も

っ
て
説
明
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お

同
社
の
販
売
網
は
、
独
占
状
態
が
続

い
た
た
め
安
心
し
た
も
の
か
、
明
治
四
十
年



代

に
な

っ
て

、

ラ

イ

ジ

ン
グ

サ

ン
お

よ

び

内

国

油

が
九

州

市

場

に
な

ぐ

り

込

み
を

か

け

る
ま

で

あ

ま

り
変

っ
て

は

い
な

い
よ

う

だ

。

米

国

ス

タ

ン
ダ

ー

ド

油

会

社

に
於

て
、

門

司

・
下

関

両

港

に
対

し
石

油

の
直

輸

入

を

開

始

し

た

る

こ

と

は

過

般

既

報

の
如

く

な

る

が
、

同

社
鉱

油

部

に
於

て

は

、

又

た

門

司

に
代

理
店

を

開

設

し

漸

次

業

務

拡

張

の
計

画
を

為

し

、

先

づ
同

社

長

崎

代

理
店

、
松

本

商

店

の
名

義

を

以

て

、
頃

日

(
こ

の
ご

ろ

)
門

司

市

西

本

町

一
丁

目

に
開

店

し

た

り

。

(
中

略

)
同

会

社

に

於

て

は

、

従

来

横

浜

に

日
本

本

店

を

置

き

、

神

戸

・
長

崎

・
函

館

・
名

古

屋

・
台

北

・
仁

川

の
各

地

に
支

店

或

は

代

理

店

を

置

き

営

業

中

な

る

が

、

近

来

関
門

両

港

の
位

置

重

要

を

加

ふ
る

に
随

ひ
門

司

に
代

理

店

を

置

く

の

必
要

を

感

じ

、

今

回

新

設

す

る

に

至

れ
・9
。

本

来

鉱

油

部

に
於

て
も

、

門

司

に
直

輸

入
を

為

す

の
要

あ

れ

ど
も

、

今

日
は

門

司

港

に
於

る
荷

役

の

設
備

不

完

全

に
し

て
、

仲

仕

賃

・
倉

敷

料

等

の
為

に
充

分

の
利

益

を

見

る
能

は

ざ

る

に
因

り

、

神

戸

或

は
長

崎

の
輸

入

品

を

廻

送

し

居

れ

り

。

(
以

下
略

)

な

お

最

後

に
、

三

十

九
年

十

月

八

日
佐

賀

石

油

合

資

会

社

が
創

立

十

周
年

祝

宴

を

開

い

て

い

る

こ

と

と

、

四

十

年

六

月

十

四

日

の

〔
福

岡

日

日

〕

に

「
門

司

市

露

月

町

三

丁

目
、

岸

商

店

」

の
礦

油

販

売

店

広

告

が

掲

載

さ

れ

て

い
る

こ

と

を

付

け

加

え

て

お

こ
う

。

因

ラ
イ

ジ

ン
グ

サ

ン
西
戸

崎

製

油

所

設

立

四

十

一
年

(

一
九

〇

八

)
四

月

十

一
日

の

〔
福

岡

日

日
〕

に
、

次

の
よ

う

な
謝

罪

広

告

が

の

っ
て

い

る
。

謝

罪

広

告
。

私

儀

年

来

紐

育

「
ス

タ

ン
ダ

ー

ド

」

石

油

会

社

「
ア

ト

ラ

ン
チ

ッ

ク
」

印

石

油

(
上

松

)
ノ
品

質

優

等

販

路
広

大

ナ

ル

ヲ
利

用

シ
、

他

ノ
劣

等

油

ヲ
混

合

シ

テ
上

松

石

油

ノ
容

器

商

標

ヲ
濫

用

販

売

シ
、

同

会

社

及

他

ノ
販

売

同

業

者

へ
迷

惑

ヲ
及

ボ

シ

タ

ル
庭

、

直

二
同

会

社

ノ
為

メ

ニ
告

訴

セ

ラ

レ
厳

重

ナ

ル
刑

罰

ヲ
受

ケ

ン
ト

シ

タ

ル
段

、
今

更

漸

塊

恐

縮

ノ
至

リ

ニ
堪

ヘ
ズ

。

舷

二
真

心

悔

悟

該

非

行

ヲ
再

ビ

セ
ザ

ル
コ

ヲ
誓

ヒ
、

商
標

主

二
対

シ
謹

デ

謝

罪

ノ
意

ヲ

表
ス
。
久
留
米
市
通
町
十
丁
目
、
柴
山
重
太
郎
。
同
市
瀬
下
町
、
千
原
孫
八
。

こ
の
よ
う
な
容
器

・
商
標
の
盗
用
や
、
粗
製
濫
造

・
表
と
内
容
の
相
違
な
ど
は
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
製
品
に
も
あ

っ
た
こ
と
で
、
明
治
初
年
か
ら
起
こ
っ
て
い
る

(
江

戸
時
代
以
前
に
つ
い
て
は
知
ら
な

い
)
。
こ
れ
は
善
意
に
解
釈
す
れ
ば
、

一
日
も

早
く
欧
米

に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
後
進
国
日
本
人
の
願
望
の
現
れ
だ
ろ
う
が
、
こ

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
舶
来
品
は
上
等
だ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
植
え

つ
け
る
結
果
と
な

っ
た
。
九
州
地
方
が
長
い
間
外
油
に
独
占
さ
れ
た
の
も
、
内
国
油
の
主
産
地
越
後

に
遠
い
こ
と
も
あ

っ
た
と
思
う
が
、
外
油
の
品
質
が
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
の
外
に
、

商
標
に
対
す
る
信
用
も
大
き
な
力
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
十
年
代
に
入
る
と
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
九
州
独
占
態
勢
は
崩
れ
始
め
る
。
し

か
し
そ
の
原
因
は
、
内
国
油
で
は
な
く
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ

ッ
チ
・
セ
ル
(
英
国
系

)

の
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
株
式
会
社
の
進
出
だ

っ
た
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
株
式
会
社
は
、
従
来
英
国

サ
ミ

ユ
ル
商
会
が
行
な

っ
て

い
た
石
油
販
売
事
業
を
譲
り
受
け
て
、
資
本
金
四
百
万
円
の
同
社
の
子
会
社
と
し

て
、
明
治
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇

)
四
月
十

一
日
横
浜
市
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
こ

で
、
三
、
日日

「
露
油
全
盛
時
代
」
の
項
で
述
べ
た

サ
ミ

ユ
ル
サ
ミ
ユ
ル
商
会
の
子

会
社
?
大
阪
露
油
と
の
関
係
が
ど
う
な

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
が
残
る

が
、
こ
れ
以
上
の
資
料
を
持
た
な
い
。

そ
の
後
同
社
は
、
国
内
の
各
要
地
に
油
槽
所
を
設
け
て
精
油
の
輸
入
販
売
を
行

な
い
、
米
油

・
国
産
油
と
対
抗
し
て
各
地
で
激
闘
を
繰
り
広
げ
、
次
第
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
有
力
な
対
抗
馬
と
し
て
の
し
上
が

っ
て
き
た
。

同
社
が
初
め
て
福
岡
県
に
進
出
し
て
き
た
の
は
四
十

一
年

(
一
九
〇
八

)
か
ら

の
よ
う
だ
。
次

に
、
同
年
五
月
十
日
初
め
て

〔
福
岡
日
日
〕
に
掲
載
さ
れ
た
同
社

に
関
す
る
広
告

の
要
点
を
掲
げ
よ
う
。

タ
ン
ク
石
油
指
定
販
売
広
告

弊
店

ハ
大
英
国

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
株
式
会
社
長
崎
出
張
所
ト
筑
後
国

一
円

地
力
ノ
一手
販
売

ヲ
引
受
ケ
ノ
契
約
ヲ
ナ
シ
、
左
記
営
業
所

二
於
テ
営
業
開
始
仕

候
。
（中
略

)
弊
店

ハ
代
弁
店
ヲ
長
崎
市
大
波
止
納
富
回
漕
店

二
設
ケ
、
海
陸
運



送
共
迅
速

二
取
扱
可
ジ甲
候
。
汽
車
積

ヲ
以
テ
御
便
利

ノ
地
方

ハ
長
崎
代
弁
店

ヨ

リ
直
送
、
汽
船
積
御
便
利
ノ
地
万

ハ
深
川
汽
船

ヲ
以
テ
御
便
利
取
扱
可
申
候
。

空
缶
函

ハ
御
便
利
能
ク
引
受
ケ
可
申
候
。

(
中
略

)

明
治
四
十

一
年
五
月
。
営
業
所
、
筑
後
国
大
川
町
若
津
、
タ
ン
ク
石
油
指
定
販

売
所
、
深
川
石
油
部
。

右
広
告
文
か
ら
見
る
と
、
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
が
長
崎
に
出
張
所
を
開
設
し
た
の
は
、

同
年
初
め
の
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た
、
こ
の
石
油
は
元
長
崎
リ
ン
ガ
商
会
が

取
り
扱

っ
て
い
た
輸
入
石
油
を
販
売
す
る
よ
う
に
な

っ
た
も

の
だ

っ
た
。
こ
こ
で

久
し
振
り
に
リ

ン
ガ
商
会
（
三

、
　
参

照
。
二
十
六
年
に
は
リ
ン
カ
商
会
と
あ
る

が
、
同

一
会
社
だ
と
思
う
。

)
の
名
が
出
て
く
る
が
、
同
商
会
が
ど
の
よ
う
な
商

社
な
の
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
阪
露
油
の
時
も
同
商
社
輸
入
石
油
を
引
き

継

い
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
サ
ミ
ユ
ル
商
会
と
相
当
深
い
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
株
式
会
社
は

、
同
年

(
四
十

一
年

)
七
月
に
は
直
方
町

山
部
洲
崎
の
改
築
停
車
場
付
近
に
直
方
支
社
を
新
築
、
同
月
五
日
開
業
式
を
行
う

な
ど
、
着

々
と
販
売
網
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
年
春

ご
ろ
西
戸
崎
に
精

油
所
の
建
設
に
着
手
し
て
い
た
。

精
油
所
の
工
事
は
、
六
月
末
に
は
工
場
全
部
の
基
礎
工
事
を
終
わ
り
、
同
月
二

十
七
日
起
工
、
八
月
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
か
ら
到
着
し
た
建
築
材
料
お
よ
び
機
械
の

一
部
を
揚
陸
、
翌
四
十
二
年

(
一
九
〇
九

)
七
月
完
成
し
て
い
る
。

〔
渡
辺
福
雄

伝
〕
に
よ
れ
ば
、
同
精
油
所
の
六
千
ト

ン
タ
ン
ク
十
基

の
据
え
付
け
を
行
な

っ
た

の
は
福
岡
市
の
渡
辺
鉄
工
所
で
、
石
川
島
造
船
所
が
こ
の
エ
事
の
た
め
タ
ン
ク
職

人
百
二
～
三
十
人
を
癒
援
さ
せ
た
と
言

う
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
が
精
油
所
建
設
を
思

い
立

っ
た
の
は
、
三
十
九
年
十
月
実
施

さ
れ
た
関
税
定
率
法
が
、
四
十
四
年
七

・
八
月
に
通
商
条
約
満
期
と
共
に
有
効
期

間
が
切
れ
る
の
で
、
政
府
は
関
税
定
率
法
改
正
法
律
案
を
作
製
し
た
が
、
同
案
に

よ
れ
ば
精
油
の
輸
入
は
従
価
五
割
の
重
税
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
税
率
の

低
い
原
油
を
輸
入
し
て
日
本
で
精
製
す
る
必
要
が
で
き
た
た
め
だ

っ
た
。
な
お
同

法
律
は
、
四
十
三
年

(
一
九

一
〇

)
四
月
十
五
日
公
布
さ
れ
、
四
十
四
年

(
一
九

一
噸
)
七
月
十
七
日
施
行
さ
れ
て
い
る
。

〔
岩
波
、
近
代
日
本
総
合
年
表
〕

精
油
所
を
西
戸
崎
に
選
定
し
た
理
由
は
、
同
社
の

〔
石
油
販
売
店
広
告
〕
に
、

「
今
や
博
多
は
此
石
油
の
九
州
本
場
た
ら
ん
と
す

」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、

そ
の
他
会
社
の
九
州
支
店
設
置
状
況
か
ら
、
そ
れ
ま
で
各
社
が
九
州
の
本
拠
地
と

し
て
い
た
長
崎
で
は
地
理
的
に
不
利
な
の
で
、
地
理
的
に
有
利
で
且
交
通
の
要
衝

博
多
付
近
を
選
ん
だ
も

の
ら
し
い
。
当
時
博
多
付
近
で
大
船

の
碇
泊
が
可
能
な
港

は
西
戸
崎
港
し
か
な
く
、
ま
た
同
港
は
博
多
湾
鉄
道
と
九
州
鉄
道

(
後
の
国
鉄

)

の
両
社
線
を
乗
り
継
ぐ
不
便
は
あ

っ
た
が
、
と
も
角
博
多
と
も
連
絡
し
て
い
た
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
が
精
油
所
を
西
戸
崎
に
建
設
し
た
こ
と
は
、
爾
後
同
社
の
九

州
に
お
け
る
商
戦
を
き
わ
め
て
有
利
な
も

の
と
し
た
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
は
、
精
油
所
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
、
四
十
二
年

(
一
九
〇
九

)
六
月
八
日
の

(
福
岡
日
日
〕
に
次
の
よ
う
な
開
店
広
告
を
出
し
て

い
る
。
石
油
販
売
店
開
店
広
告

箱
入

・
裸
缶
の
二
種
。

西
戸
崎
精
油
事
業
開
始
は
旬
日
に
迫
れ
り
。
今
や
博
多
は
此
石
油
の
九
州
本
場

た
ら
ん
と
す
。

特
色
。
品
位
優
越
、
光
力
強
大
、
煤
煙
稀
少
、
容
量
豊
富
、
価
格
低
廉
、
消
費

寡
少
。

ラ
イ
ジ
ン
グ

・
サ
ン
石
油
の
好
評
は
他
油
を
圧
せ
り
。

供
給
。
新
古
容
器
及
中
味
売
の
便
法

(
ド
ラ
ム
貸
付

)
ア
リ
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
販
売
店
、
博
多
蔵
本
町
弐
拾
番
地
、
電
話

(
四
四
五

)

翌
七
月
十
日
に
は
、
精
油
所
落
成
と
博
多
に
販
売
店
設
置
披
露
を
兼
ね
て
西
戸
崎

精
油
所
で
盛
大
な
開
業
式
を
行

い
、
同
年
十

一
月
十

一
日
に
は
福
岡
市
東
中
洲
町

二

一
二
番
地
に
福
岡
支
店
を
開
設
、
以
後
同
社
は
目
ざ
ま
し
い
勢
で
九
州
市
場
を



手
中
に
収
め
て
ゆ
く
。
こ
の
開
業
時
同
社

の
精
油
所
は
西
戸
崎

一
ヵ
所
だ
け
で
、

支
店
は
福
岡

・
下
関

・
神
戸
の
三
店
だ
け
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
配
置
か
ら
考
え
て

同
社
が
い
か
に
九
州
市
場
を
重
視
し
て

い
た
か
が
分
か
る
。

な
お
福
岡
支
店
は
、
四
十
四
年
十
月
中
旬
福
岡
市
共
進
会
跡
に
新
築
移
転
し
て

い
る
。

(
新
聞
に
は
、
博
多
支
店
と
な

っ
て
い
る
。

)

こ
の
よ
う
に
し
て
九
州
の
石
油
業
界

は
、
激
烈
な
競
争
時
代
へ
と
突
入
し
た
。

そ
の
後
四
十
四
年
二
月
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
は
、
宝
田
石
油
の
程
ケ
谷
製
油
所

の

一
部
を
借
り
入
れ
、
関
東
で
も
精
油
事
業
を
始
め
て
い
る
。

次
に
当
時
の
九
州
地
方
に
お
け
る
石
油
販
売
業
界
を
知
る
参
考
と
し
て
、
四
十

一
年
七
月

一
日
現
在
の
熊
本
税
務
監
督
署
管
内
に
お
け
る
、
石
油
卸
し
お
よ
び
小

売
商
の
戸
数
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

種

別

熊

本

福

岡

大

分

計

製
造
戸
数

ー

一

-

一

仲
口貝
一　
数

五
一

一
一
七

六
八

二
三
六

小
売
戸
数

四
七
九
四

七
、四
三
四

二
、七
五
九

一
門
九
八
四

〈
注
〉
前
年
同
日
に
比
較
す
れ
ば
、
製
造

一
戸

・
仲
買
八
五
戸

・
小
売
七
〇
九

戸
を
増
加
。

製
造
戸
数
、
福
岡

一
は
、

ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
石
油
会
社
。
四
十
三
年
度
後
期

門
司
市
の
石
油
商
は
三
十
四
戸
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
の
精
油
所
建
設
お
よ
び
福
岡
支
店
開
設
に
よ

っ
て
、

ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
九
州
に
お
け
る
独
占
的
地
位

は
音
を
立
て
て
崩
れ
始
め
た
。
同
社
で
は

そ
の
対
策
に
狂
奔
し
て
い
る
よ
う
だ
。

次
に
挙
げ
る
二
っ
の
代
理
店
囎
設
は
、
そ

の
対
策
の

一
端
だ
ろ
う
と
思
う
。

▲
明
治
四
二
、

一
〇
、
二
六

福
日
広
告

一
、
弊
店
儀
此
度
紐
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
オ
イ
ル
石
油
会
社
長
崎
支
店
ト
左
記
特

ぶ
各マ

ボ
怠
奪

ほヒ

ね賀

約
致
シ
、
大
販
売
仕
候
間
、
多
少

二
5
拘
御
買
求

ノ
程
伏
テ
希
上
候
。

尚
北
部
代
理
店
モ
弊
店
同
様
ノ
直
段

ニ
テ
販
売
仕
候
間
、
御
便
利
ノ
場
所

で
恥

距
く

ヨ
リ
御
購
求
被
下
度
候
。

一、

紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
オ
イ
ル
石
油
会
社
発
売
石
油

一
切
。

三
池
郡

一
円

一
手
販
売
特
約
店
、
筑
後
大
牟
田
有
明
町
、
野
田
由
太
郎
商
店
、

長
電
十

一
番
。

北
部
売
捌
代
理
店
、
三
池
郡
江
浦
村
、
古
賀
民
蔵
商
店

▲
明
治
四
二
、

一
一
、

一
一

福
岡
区
裁
判
所
登
記

博
多
石
油
合
資
会
社
設
立

△
本
店
、
福
岡
市
石
城
町

一
丁
目
二
五
番
地
△
目
的
、
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
会
社
下
関
支
店
ノ
取
扱

フ
石
油
及
磧
油
ノ
販
売
業
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。

△
社

員

ノ
住
所
出
資

ノ
種
類
価
格
及
責
任
。

・
福
岡
市
行
町
二
番
地
、
金
五
千
円
、

有
限
責
任
、
園
田
小
七

・
下
関
市
豊
前
町

二
二
〇
番
屋
敷
、
金
五
千
円
、
無
限

責
任
、
児
島
喜
輔

・
同
市
観
音
崎
町
三
九
番
屋
敷
、
金
五
千
円
、
有
限
責
任
、

古
賀
彦
次
郎

・
福
岡
市
行
町
二
番
地
、
金
五
千
円
、
無
限
責
任
、
園
田
小
太
郎

同
社
は
こ
の
こ
ろ
熊
本
に
も
代
理
店
を
開
設
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
当
時
と
し

て
は
可
成
設
備
の
整

っ
た
油
槽
所
だ

っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
同
社
は
競
争
の
便
宜
上
長
崎
支
店
を
下
関
に
移
し
た
が
、
そ
の
後
大
里
小

森
江

(
現
北
九
州
市
門
司
区

)
に
送
油
管
を
建
設
、
四
十
二
年
十
二
月
末
こ
ろ
大

里
に
倉
庫
事
務
所
を
設
け
て
下
関
支
店
を
引
き
揚
げ
て
い
る
。

七

販
売
政
策
と
市
況

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
が
、
明
治
四
十

一
年

(
一
九
〇
八

)
こ
ろ
か
ら
九
州
市

場
に
進
出
、
更
に
は
四
十
二
年
七
月
西
戸
崎
精
油
所
を
建
設
九
州
市
場
の
主
導
権

を
握
る
と
、
米
国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
た
だ
ち
に
反
撃
、
九
州
の
石
油
業
界
は
激
し

い
競
争
時
代
へ
と
入

っ
た

(
参
照
前
項

)
。
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
と
同
じ
こ
ろ
、

日
本
石
油

・
宝
田
石
油

の
大
手
二
社
も
、
本
式
に
九
州
市
場
開
拓
に
乗
り
出
し
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。
内
国
石
油
の
政
策
は
効
を
奏
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
外
油
に
よ

つ
て
占
拠
さ
れ
て
い
た
九
州
市
場
も

一
時
は
そ
の
全
消
費
量
の
三
割
を
国
産
油
で

占
め
る
ま
で
に
な

っ
た
。

し
か
し
内
国
油
の
九
州
進
出
は
時
期
が
悪
か

っ
た
。



そ
れ
は
、
外
油
の
激
し
い
競
争
と
不
況
だ

っ
た
。

不
況
は
四
十
年
に
始
ま
り
、
四
十

一
年
後
半
に
は
深
刻
さ
を
増
し
、
四
十
三
年

ま
で
続
い
た
。
そ
の
不
況
に
よ
る
需
要
減

退
の
中
で
、
元
売
り
会
社
が
販
売
量
を

ふ
や
す
た
め
に
過
度
の
石
油
を
販
売
店
に
押
し
つ
け
た
結
果
、
四
十
三
年

(
一
九

一
〇

)
秋
に
は
市
中
の
在
荷
は
平
素
の
三
倍
程
度
に
上
り
、
こ
の
過
剰
在
庫
と
販

売
競
争
に
よ
る
値
下
げ
と
相
待

っ
て
、
灯

油
価
格
は
十
八
団
砂
人
り

一
缶
が
二
円
を

割
る
ま
で
に
低
下
し
て
い
る
よ
う
だ
。
値

崩
れ
は
全
国
的
な
問
題
だ

っ
た
の
で
、

四
十
三
年
二
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
内
外
大
手
四
社
間
に
販
売
協
約
が
結
ば

れ
違
約
金
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
る

〔
実
業
之
世
界
社
、
明
治
大
正
史
経
済
篇
)
。

し
か
し
九
州
で
は
、
実
質
的
に
は
守
ら
れ

て
い
な
い
ら
し
い
。

四
十
四
年

(
一
九

一
一
)
に
入
る
と
、
幾
分
景
気
も
回
復
し
て
需
要
が
上
向
き

と
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
し
も
激
烈
を
き
わ
め
た
商
戦
も

一
時
的
に
平
静
さ
を

取
り
戻
し
、
二
月
に
は
最
低
値
か
ら
七
～
八
十
銭
引
き
返
し
て
い
る
。
し
か
し
過

剰
在
庫
は
市
価
を
圧
迫
、
更
に
は
油
界
の
暗
闘
が
再
開
、
市
価
の
低
迷
は
同
年
八

月
こ
ろ
ま
で
続

い
た
。
次
に
、

「
軽
油
稀
有
の
停
滞
」
と
題
し
た
、
四
十
四
年
八

月
十
六
日
の

〔
福
岡
日
日
〕
の
記
事
か
ら
、
当
時
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

油
界
の
暗
闘
漸
く
激
甚
と
な
り
、
油
価
は
表
面
の
建
値
に
似
ず
益
益
安
値
を

告
げ

つ
つ
あ
る
瀞
め
、
き
れ
が
混
合
用
と
し
て
の
軽
油
需
要
は
益
益
減
少

の
傾

あ
り
。
加
ふ
る
に
発
動
機
用
と
し
て
の
売
行
も
大
馬
力
も
の
は
総
て
石
油
を
需

要
し
、
唯
少
馬
力
も

の
の
需
要
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
之
れ
と
て
諸
小
工
業
の
不
振

と
共
に
無
の
消
費
分
量
穣

め
て
寥
寥
だ

る
よ
り
、
此
処

に
軽
油
は
勢
ひ
在
荷
停

滞
を
告
ぐ
る
事
と
な
り
、
現
在
市
中
各
倉
庫
に
充
満
せ
る
も
の
総
数
十
四

・
五

万
函
の
多
き
に
達
せ
り
。

斯
く
の
如
き
は
近
年
稀
な
る
停
滞
に
し
て
、
同
時
に
日
本

・
宝
田
両
社
を
始

め

一
般
当
業
者
に
在
ρ
て
は
、
目
下
之
れ
が
売
捌
に
腐
心
し
つ
つ
あ
れ
ど
、
何

分
に
も
石
油
安

の
折
梛
と
て
榴
姪
の
消
費
。
な
き
瀞
め
・
今
は
峰
極
力
現
品
を

持
堪
え
て
時
湖
を
待
つ
の
外
な
く
い
随

っ
て
黙
黙
の
裡
に
価
格

の
協
淀
を
為
し

居
れ
る
が
、
然
も
販
売
業
者
側
に
於
い
て
金
融
関
係
の
競
争
売
り
を
熄
め
ざ
る

よ
り
、
相
場
は
有

っ
て
無
き
が
如
く
、
昨
今
先
づ
免
税
品
二
円
七
銭

一
分
五
厘

・
二
円
四
十
五
銭

一
分

・
二
円
五
十
五
銭
見
当
を
唱

へ
居
れ
り
。

而
し
て
越
後
地
方
の
磧
油
製
造
家
は
、
此
軽
油
大
不
況
の
為
め
直
接
の
打
撃

を
嚢
り
、
製
造
せ
ば
福
益
損
失
を
大
に
す
る
瀞
め
、
目
下
磯

ど
製
造
全
体
の
姿

と
な
り
、
本
月
初
原
油
十
五
銭
下
げ
の
実
行
を
見
し
も
、
更
に
景
気
を
挽
回
す

る
に
至
ら
ず
と
云
ふ
。

な
お
、
不
況
を
通
り
抜
け
た
四
十
四
年

(
一
九

一
一
)
末
、
内
国
油

の
九
州
に

お
け
る
占
有
率
は

一
割
四
分
程
度
ま
で
下

っ
て
い
る
が
、
外
油
の
販
売
量
は
減
ら

な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
内
国
油
だ
け
が
、
販
売
競
争
と
不
況
の
影
響
を
も
ろ
に
か

ぶ

っ
た
わ
け
だ
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
販
売
合
戦
は
以
後
も
続
け
ら
れ
、
そ

の
間
に
あ

っ
て
内
国
油
は
ひ
と
り
苦
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
次
に
挙
げ

る
会
社
は
、
こ
の
競
争
の
中
で
ス
社
が
ラ
社
に
対
抗
す
る
た
め
に
設
立
し
た
会
社

だ
と
思
う
。

△
筑
南
石
油
合
資
会
社

〔
明
治
四
五
、
三
、
二
二
、
支
店
設
立
登
記
。
甘
木
区
裁

判
所
〕

△
本
店
。
筑
紫
郡
二
日
市
九
五
八
△
支
店
。
朝
倉
郡
甘
木
町
甘
木

一
五
四
九

△

目
的
。
米
国
紐
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
製
油

ノ
委
托
販
売
業
△
設
立
。
明

治
四
四
、
九
、
二
五
△
代
表
社
員
。
園
田
小
太
郎

△
社
員
。
三
千
円
出
資
、
無

限
責
任
、
福
岡
市
行
町
五
七
、
園
田
小
太
郎

・
一
千
円
出
資
、
有
限
責
任
、
筑

紫
郡
二
日
市
九
七
〇
、
谷
梅
次
郎

〈
注
〉
代
表
社
員
園
田
小
太
郎
は
、
前
項
末

で
述
べ
た
同
じ
ス
社
の
販
売
会
社
、

博
多
石
油
の
無
限
責
任
社
員
と
な

っ
て
い
る
。

石
油
価
格
は
四
十
四
年

(
一
九

一
一
)
秋
口
か
ら
回
復
し
始
め
る
が
、
翌
四
十

五
年
二
月
に
入
る
と
急
激
に
上
昇

へ
と
向

っ
た
。
こ
の
時
の
価
格
上
昇
は
全
く
気

狂

い
じ
み
た
も

の
で
、
同
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
僅
か
二
十
日
間
に
三
回
も

値
上
げ
を
行
い
、
そ
の
勢

い
を
持
続
し
た
ま
ま
大
正

へ
と
突
入
す
る
。
当
時
の
状

勢
に
つ
い
て
は
新
聞
記
事
を
も

っ
て
説
明
に
代
え
よ
う
。



▲
石
油
価
格
益

強
硬

(
明
治
四
五
、
五
、
八
、
福
日

)

緊
引

一
ケ
年
中
の
最
不
需
要
期
に
あ
る
昨
今
の
石
油
市
場
は
、
荷
動
き
捗
捗
し
か

ら
ざ
る
に
似
ず
市
価
は
益

強
硬
を
続
け
、
前
日
米
油
の
値
上
に
次
ぎ
内
国
油

ま
た
遠
か
ら
ず
値
上
を
行
は
ん
と
し
、
実
に
未
曽
有
の
高
値
を
現
は
し
来
れ
り
。

コ
ハ
英
国
の
罷
業

(
ス
ト

)
復
業
後
も
需
要
の
著
し
く
減
退
せ
ざ
る
に
由
る

も
の
の
如
く
、
原
油
の
ま
ま
米
国
等
よ
り
輸
入
さ
る
る
結
果
、
単
に
灯
油
の
み

な
ら
ず
軽
油

・
機
械
油
類
ま
で
も
供
給

不
足
を
訴

へ
ん
と
す
る
に
至
り
、
市
価

強
硬
を
極
め
居
れ
ば
尚
此
上
多
少
の
引
上
は
免
れ
ざ
る
も

の
の
如
し
。

目
下
上
松
の
建
値
は
四
円
三
銭
に
し
て
、
当
地
実
際
取
引
値
は
三
円
八
十
八

銭
な
り
。
ラ
社
は
之
よ
り
十
銭
下
げ
、
内
国
油
は
二
十
銭
下
げ
と
云
ふ
有
様
に

て
、
各
油
間
の
値
鞘
は
次
第
に
縮
少
し
、
内
国
油
の
如
き
は
殆
ど
品
払
底
と
も

云
ふ
べ
き
状
況
と
な
れ
り
。
這
は
市
価

の
騰
貴
に
よ
り
据
物

の
需
要
多
き
と
、

産
油
減
退
の
証
擦
な
る
が
、
近
日
既

に
斯
る
状
況
な
れ
ば
、
七
月
以
後
需
要
期

に
近
づ
く
に
至
ら
ば
或
は

一
層
高
値

に
進
む
べ
く
、
所
謂
外
油
間
の
協
定
な
る

も
の
も
内
国
油
に
し
て
無
勢
力
な
る
今

日
に
て
は
全
く
空
文
に
属
し
、
益

外

油
の
自
由
活
動
を
傍
観
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
と
。

▲
石
油
界
活
躍
の
原
因

(
同
右
五
、

一
八

)

お

惇
な
匪

と
こ
ろ

不
需
要
期
に
於
け
る
石
油
界
昨
今

の
活
躍
は
当
業
者
の
甚
だ
意
外
と
す
る
庭

に
し
て
、
不
時
の
高
直

に
驚
き
手
控

へ
居
り
し
向
は
、
在
荷
の
窮
乏
と
共
に
高

直
品
を
買
付
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
、
狼
狽
を
極
め
居
れ
り
。

外
油
が
今
日
の
好
勢
を
来
し
た
る
原
因
は
、
第

一
は
英
国
炭
坑
罷
業
の
結
果

重
油
を
燃
料
に
供
給
す
る
に
至
り
し
た

め
、
英
米
油
共
本
国
に
お
い
て
市
価
の

吻
蔦

Σ
じ

な

暴
騰
を
来
し
、
今
日
罷
業
後
と
錐
も
尚
ほ
続

い
て
少
か
ら
ざ
る
需
要
あ
る
と
、

一
は
丁
抹
人
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
る
洋
燈
の
使
用
漸
次
増
加
し
、
点
火
用
と
し

ガ

ス

う

y
㍗

て

電

灯

・
瓦

斯

を

駆

逐

せ
ん

と

す

る

勢

あ

る

に

至
り

し

こ

と

な

り
。

右

洋

燈

に

よ

れ
ば

、

百
燭
光

の
洋
燈

一
個

の
使

用

石
油

は

一
昼
夜

を

通

じ
僅

五

合

に

て
足

り

、

電

灯

・
瓦

斯

の
欠

点

を

補

ふ

の

み

な
ら

ず

、

極

め

て
経

済

的

な

る

た

め

、

其
使
用
の
増
加
を
来
し
た
る
も
の
に
て
、

一
時
的
原
因
に
よ
り
爆
発
し
た
る
市

価
は
、
漸
進
的
需
要
に
よ
り
歩
調
福
益
堅
固
と
な
9
、
到
底
目
先
低
落
の
余
地

な
き
に
至
れ
り
。

元
来
本
邦
市
場
に
あ
り
て
は
、
微
弱
な
が
ら
内
国
油
の
増
加
に
よ
り
外
油
の

威
を
置
に
す
る
能
は
ざ
り
し
に
、
近
年
内
国
油
の
減
退
に
よ
り
市
場
は
殆
ど
外

油
の
自
由
と
な
り
、
連
れ
て
市
場
は
全
く
世
界
の
大
勢
に
支
配
さ
れ
、
本
邦
特

有
の
市
価
を
保
つ
能
は
ざ
る
に
至
れ
り
と
。

明

治
末

の
九
州
い
や
日
本
の
石
油
界
は
、
電
気
ガ
ス
事
業
の
発
展
に
よ

っ
て
都

市
部
の
ラ
ン
プ
用
灯
油
こ
そ
減
少
し
た
が
、
大
衆
の
収
入
増
加
に
よ

っ
て
郡
部
に

ラ
ン
プ
が
普
及
し
、
ラ
ン
プ
の
使
用
時
間
増
加
、
更
に
は
熱
用

・
工
業
用
石
油
の

販
売
増
加
も
あ

っ
て
、
販
売
量
を
増
加
、
そ
の
た
め
代
理
店
も
専
業
化
し
て
き
て

い
る
よ
う
だ
。
今

日
九
州
大
手
石
油
販
売
会
社
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
株
式

会
社
喜
多
村
石
油
本
店
が
、
初
め
て
久
留
米
市
瀬
ノ
下
町
通
町
に
開
店
し
た
の
が

明
治
四
十
四
年
十
月
で
あ
る
こ
と
も
、
何
か
大
き
な
歴
史
的
意
味
が
あ
る
気
が
す

る
。な
お
喜
多
村
石
油
は
、

〔
喜
多
村
石
油
本
店
五
十
年
史
〕
に
よ
れ
ば
、
喜
多
村

成
人

・
道
人

・
民
人
三
兄
弟
が
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
同
所
千
原
孫
八
商
店
を

継
承
し
た
も
の
で
、
千
原
商
店
は
、
前
項
初
め
に
挙
げ
た
広
告
そ
の
他
か
ら
考
え

て
、
小
さ
な
石
油
小
売
店
だ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
付
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
大
事
な
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
掲
新

聞
記
事
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
石
油
市
場
が
、
明
治
末
に
な

っ
て
、
世
界

の
石
油
市
場
の

一
部
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
だ
。
明
治
初
め
の

よ
う
に
、
石
油
の
需
要
が
少

い
時
代
は
ま
だ
よ
か

っ
た
。
そ
の
後
ラ
ン
プ
の
普
及

に
よ

っ
て
需
要
は
増
加
し
た
が
、
内
国
油
の
産
額
増
加
に
よ

っ
て
、
直
接
間
接
に

外
油
価
格
を
束
縛
し
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
末
内
国
油
の
産
額
が
減
少
す
る
と
、

日
本
市
場
は
も
は
や
自
主
性
を
失

っ
た
世
界
の
中
の

一
市
場
に
し
か
過
ぎ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

(
完

)


